
倉
掛
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
は
初
戦
で
向
町
と
対
戦
。
21

－

19
、
21

－

17
と
２
セ
ッ
ト
を

連
取
し
て
白
星
。
続
く
中
町
戦

も
21

－

７
、
21

－

８
と
快
勝
し

た
。
決
勝
戦
は
本
町
に
惜
敗
し

た
が
、
今
後
に
期
待
を
抱
か
せ

る
試
合
内
容
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
代
表
の
川
相
順
子
さ

ん
は
大
会
を
振
り
返
り
「
試
合

前
の
二
週
間
で
四
回
練
習
を
し

ま
し
た
。
若
い
人
た
ち
の
力
は

大
き
い
で
す
ね
。
経
験
の
あ
る

方
は
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
」

と
話
し
て
い
る
。

一
方
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
臨
ん
だ
倉
掛
は
１
回
戦

の
相
手
が
苦
手
の
夏
目
。
２
回

終
了
時
点
で
８

－

１
と
大
き
く

リ
ー
ド
し
た
も
の
の
、
３
回
表

に
10
点
を
奪
わ
れ
、
結
局
13

－

17
で
敗
れ
た
。

山
本
勝
己
監
督
は
「
今
年
は

最
後
ま
で
夏
目
に
し
て
や
ら
れ

た
。
来
期
は
巻
き
返
し
た
い
」

と
闘
志
を
燃
や
し
て
い
る
。

消
防
団
が
古
く
か
ら
実
施
し

て
き
た
年
末
夜
警
活
動
。
か
つ

て
は
三
日
連
続
で
明
け
方
ま
で

行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
二

日
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

井
原
分
団
の
松
井
憲
司
分
団

長
に
よ
る
と
「
今
年
は
二
十
八

日
と
二
十
九
日
の
午
後
八
時
か

ら
午
前
零
時
ま
で
実
施
し
ま

す
。
年
末
火
災
に
は
特
に
ご
用

心
を
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

井
原
町
秋
祭
り
が
十
月
二
十

六
日
に
執
り
行
わ
れ
た
。
倉
掛

少
年
団
（
田
原
博
己
団
長
）
と

同
育
成
会
（
黒
崎
英
夫
会
長
）

は
午
前
八
時
に
郷
社
境
内
へ
集

合
。
大
山
宮
司
の
御
祓
い
を
受

け
た
後
、
同
九
時
か
ら
総
勢
約

七
十
人
で
町
内
へ
繰
り
出
し

た
。
時
折
小
雨
の
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
だ
っ
た
が
、
今
年
は

大
人
十
人
、
子
供
十
三
人
が
鬼

に
扮
し
て
み
こ
し
に
同
行
。

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ

イ
！
」
と
、
倉
掛
地
内
を
元
気

に
回
る
一
行
に
住
民
も
目
を
細

め
て
い
た
。

井
原
分
団
第
３
部
の
有
志
も

千
歳
楽
を
か
つ
い
で
倉
掛
夏
目

の
ほ
ぼ
全
域
を
回
り
、
祭
り
の

賑
わ
い
に
一
役
買
っ
た
。

五
年
ぶ
り
の
井
原
町
鬼
祭
り

交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
は
午

後
か
ら
行
わ
れ
、
各
自
治
連
合

会
や
小
学
校
関
係
者
ら
約
二
百

人
が
参
加
。
石
原
井
原
警
察
署

長
扮
す
る
素
戔
鳴
尊
命
を
先
頭

に
、
鏡
獅
子
太
鼓
を
響
か
せ
な

が
ら
向
町
か
ら
郷
社
ま
で
の
約

２
㎞
を
大
小
の
鬼
約
百
人
が
下

っ
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
と
倉
掛
少
年

団
関
係
者
に
よ
る
三
世
代
交
流

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
十
一
月

三
十
日
に
郷
社
足
次
山
神
社
境

内
で
行
わ
れ
、
二
十
一
人
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

参
加
者
は
四
組
に
分
か
れ
、

午
前
十
時
過
ぎ
に
同
時
ス
タ
ー

ト
。
鳥
居
や
樹
木
と
い
っ
た
神

社
な
ら
で
は
の
障
害
物
も
多
く

「
こ
の
コ
ー
ス
の
攻
略
は
大
変

じ
ゃ
」
と
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

夏
目
の
常
楽
寺
西
か
ら
井
原

小
学
校
に
至
る
通
学
道
の
改
修

工
事
が
始
ま
っ
た
関
係
で
、
十

二
月
二
日
以
降
、
倉
掛
の
児
童

や
園
児
は
登
下
校
の
際
、
国
道

３
１
３
を
経
由
し
て
い
る
。

児
童
の
下
校
コ
ー
ス
は
、
井

原
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら

国
道
に
出
て
南
下
→
夏
目
の
住

友
生
命
保
険
前
交
差
点
を
左
折

→
約
２
０
０
ｍ
東
進
し
て
右
折

→
小
田
病
院
前
を
通
り
倉
掛
に

至
る
。

「
通
行
車
両
の
多
い
交
差
点
の

横
断
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
」
と
、
見
守
り
隊
の
田
原

耕
太
郎
さ
ん
。
工
事
完
了
は
来

年
三
月
の
予
定
。

郷
社
足
次
山
神
社
新
年
祈
願

祭
の
日
程
は
左
記
の
と
お
り
決

定
し
た
。◇

◇

一
月
一
日00

時
00
分
～
３
時
00
分

９
時
00
分
～
15
時
00
分

一
月
二
～
三
日

９
時
00
分
～
15
時
00
分
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 川 相 益 一

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

井
原
市
消
防
団

倉掛バレーボールチーム 井
原
公
民
館
主
催
の
第
47
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
及
び
第

49
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
井
原
小
学
校
で
十
一
月
二
日
、

町
内
八
地
区
の
男
女
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

交通安全パレードも

井
原
公
民
館

球

技

大

会

平
成
十
五
年
春
季
大
会
以
来
の
準
優
勝
に
笑
顔
が
は
じ

け
る
倉
掛
の
メ
ン
バ
ー
ら
＝
井
原
小
体
育
館

倉掛地内を回る少年団みこし＝つどえ～る駐車場

児童や園児
通学道変更

氏 名 1R 2R
①妹尾 磯吉 25，22
②岡本 哲二 26，22
③大坪 正広 27，29
④川相 肇 32，30
⑤田原耕太郎 35，32
⑤渡辺 進 38，29

①山元 幸治 33，25
②川相 勝 31，28
③山岡 秀男 38，30

①山元菜々美 38，32
②山岡 友紀 37，37
③田原 博己 37，38
③田原 智子 38，37

育成会ｄａｔａ

サロンｄａｔａ

少年団ｄａｔａ

秋

祭

り



一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
午
前

八
時
三
十
分
に
つ
ど
え
～
る
を

出
発
し
、
同
十
時
に
は
弘
法
大

師
の
生
誕
地
と

し
て
知
ら
れ
る

四
国
霊
場
七
十

五
番
札
所
、
香

川
県
善
通
寺
へ

到
着
。
早
速
、

全
員
で
参
拝
し

た
。昼

食
は
讃
岐

う
ど
ん
。
そ
の

後
、
高
松
市
の
五
色
台
へ
移
動

し
て
穏
や
か
な
瀬
戸
内
の
パ
ノ

ラ
マ
を
楽
し
み
、
午
後
四
時
前

に
井
原
へ
戻
っ
た
。

参
加
者
は
「
お
陰
で
素
晴
ら

し
い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
」
「
地
域
の
人
た
ち

と
ご
一
緒
で
き
る
機
会
が
あ
ま

り
な
い
の
で
、
サ
ロ

ン
活
動
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」
「
前
々
か

ら
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
善
通
寺
へ
お

参
り
で
き
ま
し
た
」

な
ど
と
口
々
に
話
し

て
い
た
。

役
員
の
一
人
は

「
好
天
に
恵
ま
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
せ
た
。

多
少
の
出
費
は
伴
う
が
、
時
に

は
こ
う
い
う
形
の
交
流
も
意
義

深
い
の
で
は
」
と
振
り
返
っ
て

い
た
。
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12/10  サロンあすは絵手紙教室

12/13  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時

12/14  井原小学校学芸会

12/14  井原市駅伝競走大会

12/14  井原新体操フェスティバル

開場13：30 開演14：30

（無料 井原体育館）

12/20  100万人のキャンドルナイト

2008冬至ｉｎ井原駅

（16：30～キャンドル点灯）

12/20  自治連合会防犯パトロール

12/21  全国高校駅伝競走大会

12/26  官公庁仕事納め

12/28～29 井原市消防団夜警活動

平成21年（2009年）

1/ 1～3 郷社足次山神社新年祈願祭

1/ 5  官公庁仕事始め

1/18  井原市消防出初式

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

秋季資源回収が11月９日、市役所南駐車

場を集積所に行われ、団員や育成会員をは

じめ、ボランティアら約60人が参加した。

曇り空だったが雨も降らず、トラック７台

を使っての回収は順調に進み、午前中には

すべての作業を終えた。

平
成
十
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
五
周
年
を
迎
え
十
月
二
十
八
日
、
記
念
の

お
楽
し
み
ツ
ア
ー
を
企
画
、
会
員
三
十
五
人
が
参
加
し
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
五
周
年
記
念
で
実
現
し
た

倉
掛
地
区
民
に
よ
る
善
通
寺
参
拝
ツ
ア
ー

記 念 バ ス ツ ア ー 楽 し む

平
成
二
十
年
度
井
原
地
区

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
推

進
室
が
十
一
月
二
十
一
日
、

井
原
公
民
館
で
開
か
れ
、
滝

本
市
長
や
市
職
員
、
井
原
町

ま
ち
づ
く
り
の
会
の
関
係
者

約
三
十
人
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
滝
本
市
長
は
「
県

の
厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
り

補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る

中
、
住
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
を
認
識
し
て

協
働
を
推
進
す
る
こ
と
が
大

切
」
な
ど
と
挨
拶
。

課
題
提
起
と
し
て
、
井
原

町
ま
ち
づ
く
り
の
会
の
三
宅

会
長
が
、
桜
の
名
所
百
選
で

知
ら
れ
る
島
根
県
雲
南
市
を

五
月
に
視
察
し
た
と
き
の
様

子
や
、
小
田
川
堤
及
び
春
の

イ
ベ
ン
ト
写
真
を
紹
介
。
花

見
時
期
の
駐
車
場
や
ト
イ
レ

な
ど
の
諸
問
題
解
決
へ
向
け

て
議
論
を
重
ね
た
。

名
所
と
謳
わ
れ
る
小
田
川

堤
の
桜
並
木
。
し
か
し
、
新

橋
～
大
正
橋
間
に
点
在
す
る

ゴ
ミ
置
き
場
に
つ
い
て
は
、

「
景
観
面
で
問
題
」
「
生
活

優
先
」
な
ど
の
意
見
が
交
錯

し
て
お
り
今
後
、
十
分
な
話

し
合
い
と
計
画
性
が
求
め
ら

れ
る
。

協働の町づくり市民推進室

ア
イ
デ
ア
求
む
…

ゴ
ミ
置
き
場
問
題

井原
地区


